
いちごドリルプリント

北海道地方 名前

問1 北海道における外国人宿泊客数の月別統計を見ると、1月から3月にかけての時期に数値が大きく上昇するという特色があります。この時期に観
光客が多く訪れる理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2021年 茨城県公立入試 類似）

1. パウダースノーと呼ばれる良質な
雪でのスキーや、雪まつりなどの行
事を目的に訪れるため。

2. 秋の紅葉シーズンに合わせ、新幹
線を利用して広大な農地の収穫風景
を見学に来るため。

3. 本州よりも早く開花するサクラの
鑑賞や、春の大型連休を利用した旅
行者が増えるため。

4. 梅雨がなく、ラベンダーなどの花
々が満開になる夏の涼しい気候を避
暑目的で好むため。

問2 北海道の室蘭などで発展した鉄鋼業の歴史的背景と、現在の産業構造の変化について述べた文として、背景や理由が正しく説明されているもの
はどれですか。 （2022年 東京都公立入試 類似）

1. 道内産の豊富な石炭や鉄鉱石を背
景に発展したが、現在は輸入原料へ
の依存を強め、自動車部品用の特殊
鋼など付加価値の高い製品に注力し
ている。

2. 複雑な海岸線を利用した観光業と
両立させるため、環境負荷の低い小
規模な石炭火力を維持しながら、特
殊鋼ではなく汎用的な建築用鋼材を
主に生産している。

3. 明治時代の北海道開拓に伴い、農
業機械の自給を目的として鉄鋼業が
興されたが、現在は周辺国との競争
に敗れ、すべての製鉄所が閉鎖され
ている。

4. もともと海外からの輸入原料を加
工するために砂嘴の地形を利用して
港を整備したが、現在は造船業が衰
退し、製造品出荷額の大半が食品工
業となっている。

問3 世界自然遺産にも登録されている鹿児島県の屋久島では、樹齢1000年を超える屋久杉などの貴重な生態系を維持するため、エコツーリズムの考
え方が取り入れられています。この取り組みにおいて、観光地が果たすべき役割として最も適切な説明はどれですか。 （2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 自然環境を維持するために、観光
客の立ち入りを一切禁止し、人の影
響を完全に排除する。

2. 大型の宿泊施設や道路を整備し、
一度にできるだけ多くの観光客を呼
び込むことを最優先する。

3. 木道などを整備して観光客が自然
を体験できる場を提供しつつ、環境
への負荷を最小限に抑える。

4. 地域の景観をより華やかにするた
め、もともとその土地になかった外
来種の植物を植えて整備する。

問4 北海道の日本海側から太平洋側にかけての地形断面図を分析したとき、中央部の険しい山地を挟んで西側と東側に位置する平野の組み合わせと
して正しいものはどれですか。 （2021年 岩手県公立入試 類似）

1. 西側に根釧台地、東側に十勝平野 2. 西側に十勝平野、東側に石狩平野 3. 西側に石狩平野、東側に根釧台地 4. 西側に石狩平野、東側に十勝平野

問5 日本の酪農において、北海道は大消費地から離れているという地理的条件に対応するため、生産された生乳の多くをある形態に変化させて出荷
しています。この形態と、その主な製品の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2016年 秋田県公立入試 類似）

1. 加工用 ― バターやチーズ 2. 地場消費用 ―
ヨーグルトや生クリーム

3. 飲用 ― 牛乳やコーヒー牛乳 4. 輸出用 ― 脱脂粉乳や練乳

問6 北海道の東部、釧路から中標津にかけて広がる、数十キロにわたって牧草地や牧場が続く大規模な農業地域を何といいますか。 （2016年

群馬県公立入試 類似）

1. 石狩平野 2. 上川盆地 3. 十勝平野 4. 根釧台地

問7 十勝平野における大規模な畑作では、同じ耕地において数年周期で栽培する作物を変える工夫がなされています。このような栽培方法を取り入
れている理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年 滋賀県公立入試 類似）

1. 特定の作物を連続して栽培するこ
とで起こる連作障害を防ぎ、土地が
持つ生産力である地力を維持するた
め

2. 冷害による被害を最小限に抑える
ため、寒さに強い作物だけを特定の
広い区画に集めて単一栽培するため

3. 政府による米の生産調整に対応す
るため、もともと水田だった土地を
畑に作り変えて別の作物を栽培する
ため

4. 冬の積雪期間を有効に活用して、
同じ土地から一年のうちに二度の収
穫を行い、農家の所得を増やすため

問8 北海道の内陸部における気温や降水の特徴を説明した内容として、正しいものはどれですか。 （2025年 沖縄県公立入試 類似）

1. 暖流である対馬海流の影響を強く
受けるため、冬でも比較的温暖であ
り、雪が降ることは稀である。

2. 季節風の影響で冬に降水量（降雪
量）が集中するが、海に囲まれてい
るため一年を通じて気温の変化は小
さい。

3. 海の影響を受けにくいため、夏と
冬の気温差（年較差）が非常に大き
く、冬の月平均気温は氷点下になる
。

4. 一年を通じて降水量が多く、特に
夏から秋にかけては台風の影響を頻
繁に受けるため、年平均気温が高い
。

問9 日本には、知床、白神山地、屋久島、小笠原諸島、奄美大島・徳之島・沖縄島北部及び西表島の5つの世界自然遺産があります。これらが位置す
る北海道、青森県、秋田県、鹿児島県などの道県のうち、青森県（青森市）、秋田県（秋田市）、鹿児島県（鹿児島市）のように県名と県庁所
在地名が一致する自治体がある一方で、北海道は名称が異なります。世界自然遺産である知床を有し、道庁所在地が置かれている都市の名称を
答えなさい。 （2018年 千葉県公立入試 類似）

1. 青森市 2. 秋田市 3. 鹿児島市 4. 札幌市

問10 北海道の東部に位置する根釧台地などの寒冷な地域において、乳牛を飼育して生乳や乳製品を生産する農業を何といいますか。牧草などの飼料
生産と組み合わされていることが特徴です。 （2018年 長野県公立入試 類似）

1. 放牧 2. 酪農 3. 促成栽培 4. 果樹農業

問11 北海道の東部に位置し、その東側に国後島を望むことができる半島は、独自の生態系が維持されていることからユネスコの世界自然遺産に登録
されています。この地域の説明として正しいものはどれですか。 （2025年 茨城県公立入試 類似）

1. 知床半島では、流氷がもたらす栄
養分を基点とした海と陸の食物連鎖
が見られ、ヒグマや希少な猛禽類な
どの野生動物が保護されている。

2. 下北半島では、日本最北端の地と
して知られる岬があり、野生のニホ
ンザルの生息地として世界自然遺産
に登録されている。

3. 能登半島では、複雑な海岸線を利
用した漁業と、伝統的な農法が一体
となった世界自然遺産としての景観
が維持されている。

4. 根室半島では、広大な釧路湿原と
つながるラムサール条約登録地とし
て、タンチョウの繁殖地を保護する
取り組みが行われている。

問12 日本の乳牛飼育において、飲用として出荷される牛乳の生産地が、千葉県、神奈川県、愛知県といった大都市の周辺に多く見られる理由として
、最も適切な説明はどれですか。 （2022年 埼玉県公立入試 類似）

1. 法律によって、飲用牛乳は消費地
と同じ地方自治体の中で生産・処理
しなければならないと定められてい
る。

2. 飲用牛乳は加工用生乳に比べて重
量が軽く、輸送コストがほとんどか
からないため、あえて都市部で生産
されている。

3. 飲用牛乳は加工品に比べて製品の
鮮度を保つことが重視されるため、
大消費地に近接した地域で生産され
ている。

4. 大都市の周辺は北海道に比べて土
地代が安く、乳牛を放牧するための
広大な土地を確保しやすい環境にあ
る。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

パウダースノーと呼ばれる良質な雪でのスキ
ーや、雪まつりなどの行事を目的に訪れるた
め。

北海道の観光は、かつては夏が主流でしたが、近年は東アジアなどの雪が少ない地域から、良
質な雪（パウダースノー）を求めて冬に訪れる外国人が急増しています。1月から3月はスキー
やスノーボードといったウィンタースポーツに加え、さっぽろ雪まつりなどの冬のイベントが
充実しているため、宿泊客数が多くなる傾向にあります。

問2 答え 1
道内産の豊富な石炭や鉄鉱石を背景に発展し
たが、現在は輸入原料への依存を強め、自動
車部品用の特殊鋼など付加価値の高い製品に
注力している。

北海道の重工業は、室蘭周辺の炭田や鉱山といった「原料供給地」に近いという立地条件を活
かして発展しました。しかし、国内の炭鉱が閉山し、鉄鉱石も輸入に頼るようになったことで
、単純な素材生産だけでなく、自動車産業向けの特殊鋼など、高度な技術を要する分野へと生
産内容をシフトさせて生き残りを図っています。製造品出荷額で見ても、鉄鋼業（約3954億
円）は造船業（約310億円）を大きく上回る規模を維持しています。

問3 答え 3
木道などを整備して観光客が自然を体験でき
る場を提供しつつ、環境への負荷を最小限に
抑える。

エコツーリズムは、自然を完全に隔離して守るのではなく、適切にルールを設けて活用しなが
ら保全することを目指しています。屋久島や知床では、観察用のデッキや木道を設けることで
、観光客が貴重な植物を直接踏みつけることを防ぎ、生態系を壊さずにその魅力を体験できる
ようにしています。

問4 答え 4
西側に石狩平野、東側に十勝平野

北海道の中央部にある大雪山系などの山地を境にして、西側（日本海側）には石狩川の下流に
広がる石狩平野があり、東側（太平洋側）には大規模な畑作が行われている十勝平野が位置し
ています。

問5 答え 1
加工用 ― バターやチーズ

北海道で生産される生乳の約84％は、バターやチーズなどの原料となる「加工用」として利用
されています。これは生乳のままでは長距離輸送の間に品質が低下してしまうため、保存性を
高めた乳製品に加工する必要があるからです。対して、都市に近い産地では、ほぼすべての生
乳が「飲用」としてそのまま出荷される傾向にあります。

問6 答え 4
根釧台地

釧路と根室の間に広がるこの地域は、火山灰土が分布していることや、夏の気温が上がりにく
い気候特性から、耕作よりも家畜の飼料となる牧草の生育に適しています。そのため、広大な
土地を利用した大規模な酪農が発達しました。十勝平野は畑作、石狩平野や上川盆地は稲作が
盛んな地域であり、それぞれ農業の特色が異なります。

問7 答え 1
特定の作物を連続して栽培することで起こる
連作障害を防ぎ、土地が持つ生産力である地
力を維持するため

同じ耕地で同じ種類の作物を繰り返し栽培すると、土壌の養分バランスが崩れたり、特定の病
害虫が発生しやすくなったりする「連作障害」が発生します。十勝平野では、てん菜、小麦、
ジャガイモ、豆類を組み合わせて順番に栽培することで、この障害を回避し、地力を維持しな
がら効率的な農業経営を行っています。一年に二回収穫するのは二毛作や二期作、水田から畑
への変更は転作の説明であり、十勝平野の輪作の目的とは異なります。

問8 答え 3
海の影響を受けにくいため、夏と冬の気温差
（年較差）が非常に大きく、冬の月平均気温
は氷点下になる。

海には温度を一定に保つ働きがありますが、北海道の内陸部は海から遠ざかっているため、そ
の恩恵を十分に受けられません。結果として、夏は暑く冬は厳しい寒さとなり、年平均気温が
低い北海道の中でも特に冬の寒冷さが際立つ傾向にあります。台風の影響や多雨な気候は、こ
の地域の主な特徴とは言えません。

問9 答え 4
札幌市

都道府県名と都道府県庁所在地名が異なるケースは、全国で18の府県（北海道を含む）にあり
ます。北海道の場合、道庁が置かれているのは札幌市です。また、北海道にある知床は、北半
球における流氷の南限であり、海と陸の生態系がつながっていることなどが評価され、世界自
然遺産に登録されています。

問1
0

答え 2
酪農

乳牛を飼育して牛乳やバター、チーズなどの原料となる生乳を生産する農業を酪農と呼びます
。北海道の根釧台地は、夏に気温が上がりにくく霧が発生しやすい寒冷な気候であるため、稲
作などには向きませんが、牧草の生育に適していることから、自給的な飼料生産を伴う大規模
な酪農が発達しました。

問1
1

答え 1
知床半島では、流氷がもたらす栄養分を基点
とした海と陸の食物連鎖が見られ、ヒグマや
希少な猛禽類などの野生動物が保護されてい
る。

知床半島は、2005年に世界自然遺産に登録されました。この地域は、冬に接岸する流氷がも
たらすプランクトンを土台に、魚類、それを食べる海獣や鳥類、さらに陸上のヒグマへとつな
がる豊かな生態系が、高い密度で維持されている点が評価されています。東側には北方領土の
一つである国後島が隣接しています。

問1
2

答え 3
飲用牛乳は加工品に比べて製品の鮮度を保つ
ことが重視されるため、大消費地に近接した
地域で生産されている。

生乳の生産と流通には、製品の性質に応じた明確な特徴がある。牛乳（飲用）は液体であり、
品質を維持するために鮮度が極めて重要視される。そのため、輸送時間を短縮できる大消費地
の近郊で生産・処理される傾向が強い。一方、バターやチーズなどの原料となる加工用生乳は
、広大な土地を持つ北海道が生産の約9割を占めている。加工品は飲用牛乳に比べて保存性が
高く、遠方からの輸送にも適しているため、土地条件の有利な北海道での大規模生産が可能と
なっている。


